
各種団体・民間事業者等ヒアリング調査結果 
■概要 

平群町第６次総合計画において協働によるまちづくりの推進を図るため、町内団体及び民間事業者のまちづくり活動に関する現状の把握及び今後の取り組み方向性の把握を行うため、町内の団体等に対しヒアリング調査を行った。 
 

■調査内容 

1）現在、取り組んでいるまちづくり活動について    ２）活動を実施、継続していくにあたっての課題について 

３）今後、『行政と協働』で新たにやってみたいまちづくり活動について  ４）まちづくりへのご意見について 
 

■ヒアリング対象数  ２６団体／29団体 
 

■行政との協働の取組・まちづくり活動及びまちづくりへのご意見について 

施策 施策の展開方向 行政との協働の取組・まちづくり活動の意向 まちづくりへのご意見について 

商工業 ①遊休地におけるにぎわい創出の推

進と既存産業の活性化への推進 

・駅前を中心としたイベント開催 

・旧西小学校付近のイベント（プール・魚釣体験）の開催 

 

（その他） ・電子マネーによる地域活性化の提案をいただいているが、製造ロット都合等により、今の

ところ前に進めることができていない 

・バイパスを中心とした、商工業の設置が望まれる 

住環境 ②住環境の向上と併せた空き家の活

用・流通推進 

 ・危険な家については持ち主に対して対応を求める必要がある 

・住宅価格もそれほど高くなく、緑が多く、交通の利便性もあり、病院もあり等住み慣れれば

悪くないと思う 

・地域の不動産会社への平群町政策や補助金などのわかりやすい資料の配布があればよい 

（その他）  ・町が貧乏というイメージの払拭は必要 

環境保全 ②環境美化の推進 ・伐採竹の活用（竹炭焼き、竹チップの肥料化、竹製品作り）  

農業 ②営農体制強化への支援 ・新規就農者を育成し、産地力強化となる事業や PR（広報イベント）などの企画募集 ・平群町の基幹産業として農業の近代化を図ることが必要。 

（法人化・就農者の養成と多角化、機械化・効率化・高生産化、近畿大学との共同研究） 

観光 ①歴史的観光拠点づくりの推進 ・観光情報を発信するビデオの作成・放映 

・かるた等子どもから年長者まで参加できるゲーム開発企画 

・おもてなしの施設の整備（庁内各施設の活用）が必要 

・壊れる可能性のある文化財の保護を求める 

・椿井城跡北郭軍の早期の開放を求める 

②平群の自然資源や特産品を利用し

た観光の推進 

・平群町生産者と他市町の生産者と健全な生産競争の誘発による、平群産農産物の高収益

作物への転換誘発 

・食文化、地域文化に出会う活性化プロジェクトの推進 

・集客の象徴的なイベントを奈良県、県内市町村行政等と連携して実施 

・ガストロノミーツーリズムの考え方をまちづくりの一環として実行し、交流人口、関係人口の

拡大促進を図る。 

・特産品開発、新たな観光振興施策に取り組む場合、商品販売について、関係者等の調整や分

析等行政からの情報共有を求める 

・平群町の自然をアピール 

・子どもたちに植物に興味を持ってもらう取り組みを提案 

④広域連携・企業連携による観光資

源の発掘と活用 

・町や県の広報への、情報の掲載 

・周辺の市町行政と連携した周辺地域の生産者の高品質の農産物の受け入れシステムの構

築・稼働による農産物の量、品数の増加、及び品質の向上 

・観光ボランティアガイドの会と事業部との信頼関係を確保できる実現可能な連携事業の

実施 

・来訪者に対する多様な志向の観光情報提供のもてなしができる取り組み 

・平群町の写真集や平群特産品のかぶりものの制作・販売の提案 

・特産品や歴史キャラクターなどの顔はめスポットの提案 

 

（その他） ・町職員と一緒に平群を巡り、今後どうすればよいかを一緒に考えたい 

・平群町職員から中堅職員の派遣受け入れ、町行政との協働事業の推進 

・市街化調整区域などに職人や製造業特区を作り、染物体験や陶芸体験などができる“へぐ

り職人村”や“へぐり観光村”を作る 

・小中学生を対象にした郷土愛を育む授業の取り組みが必要 

・6次産業化の現場の運営活動を平群町職員が体験することが必要 

・観光案内の実体験等を通じ「人」の育成が必要 

消防・防災 

 

 

①災害に強いまちづくりと地域の防

災体制づくりの推進 

・田畑による野焼きの指導と連絡の徹底  

 

 

当日配布資料３ 



施策 施策の展開方向 行政との協働の取組・まちづくり活動の意向 まちづくりへのご意見について 

消防・防災 （その他）  ・住民のモラルの向上（飼い犬のフン）、ご近所の方との付き合いを大切にする気持ちと協力

する姿勢、仲良くしていくことがまちづくりにつながる 

安全安心 

 

 

①交通安全の確保 ・安全な通行行動の推進（自転車の運行順守、信号機等のない横断歩道での通行人に対す

る自動車の停止励行等） 

・協会会員の確保 

 

②防犯力の向上 ・特殊詐欺について、毎月広報に掲載することで注意喚起 ・担当課の検討や民生委員、長寿会、防犯協議会等との連携をして明るいまちづくりを広めた

い 

（その他）  ・10年後のスローガンと一般的（役所的）ビジョンではなく、もっと身近な「子どもが元気に遊

べる町」などとする 

・各種同類団体及び行政窓口の一体化、専門職員の投入とスピード化 

公共交通 ①公共輸送機関の確保と充実 「地域にとって鉄道が必要」「公共交通利用を維持・拡大する」という意識の醸成 

・地域住民による積極的な利用 

・マイカーに頼らず、公共交通での移動を前提とできるまちづくり 

・鉄道施設の維持、地域住民の利用に対する公的補助等の検討があればよい 

・地域が主体となった公共交通機関の利用促進施策の実施があればよい 

（その他） ・定住人口増加施策の実施 

・観光資源を生かしたイベント等による公共交通機関の利用促進 

（ロゲイニング等、他市町村を参考に） 

・集客が図れるイベント等を実施する場合には、公共交通を利用した集客を図るプロモーショ

ンがあればよい 

健康 ①健康づくりの推進 ・元気な子、障害のある子も一緒にいきいきと参加ができるイベントの開催  

②地域の医療・介護・保健体制の 

充実 

・複合的な課題に対する相談支援のため、福祉子ども課以外の課との連携 

 

 

福祉 ①高齢者の日常生活に対する地域の

支援と福祉サービスの充実 

・活動にあたっての行政のアドバイスや物的、人的支援 

・一人住まいのお年寄りまたは年寄り家族の確認及び日常行動の状況の把握 

 

④地域で支え合う福祉の推進 ・生活困窮者支援・孤独・孤立者への支援など、専門性を活かした相談支援事業の実施 

・対象を限定しない見守り活動や交流の機会の創出など地域住民の「やりたい」思いの実現

に向けて側面的に支援する活動 

・各種団体のつながりが大切 

・複雑化・多様化した生活課題への対応について協議をされる際、いわゆる「福祉」の分野の

カテゴリーに限らない参画・協働・事業の受託などを行い、本計画の推進に取り組んでいき

たい 

生涯学習・

文化財 

②文化芸術活動とスポーツの振興 ・各種イベントの開催 

・町体育大会等に代わる、誰もが自由に気軽に参加できるお祭り要素があるようなスポーツ

イベントの開催 

・スポーツ振興やスポーツを通じた地域づくり 

・地域コミュニティの核となる多様な活動 

・ハイキングコースの充実 

・古民家カフェ等の開設 

・プールの跡地利用 

③総合文化センターの賑わい創出と

図書館の機能充実 

・講演会（座談会）の実施 

・平群マルシェを協働で開催したい 

 

④文化財の調査・記録・保護・伝承意

識の確立 

・文化財への案内板、現地説明板の更新又は設置 

・椿井城跡の公園化、平群町観光の目玉とする 

 

（その他）  ・平群で生まれ育った子どもが、平群で世帯を持つような施策が必要 

・地域住民へのヒアリングやアンケートの実施が求められる 

土地利用・

都市施設 

④公園・緑地の適正な維持管理と 

活用 

・園芸の専門家を招いての学習会の開催（メンバーの研修もかねて） 

・子どもから大人まで楽しめる、バラ園を活用したものづくりワークショップの開催 

・土地区画整理で設けられた 2 号街区公園（平群町役場南側）の整備に参画、桜の植樹や花

の植栽を行って地域住民が集い、楽しみ、安らげる空間の形成 

・街路樹や公園の整備が必要 

・活動内容を町内外に広く知ってもらうため、情報発信ツールを活用した広報、PR 活動を行

いたい 

・高齢者世代、中高年世代、若者世代の世代間のギャップを摺合せ、上手に融合していくこと

が必要 

住民協働・地

域コミュニティ 

①地域コミュニティ活動の推進 
 

・他の団体、民生委員、長寿会、防犯協議会と連携して明るい町作りを広めたい。そのために

今後のことを考えて総務課で担当してもらいたい 
 


